
川
合
隆
男
教
授
略
歴

一
九
三
八
年
七
月
二
五
日

一
九
五
七
年
三
月

一
九
六
一
年
三
月

一
九
六
三
年
三
月

一
九
六
六
年
三
月

一
九
七
五
年
九
月

　
　
　
山
形
県
に
生
ま
れ
る

山
形
県
立
山
形
工
業
高
等
学
校
（
建
築
科
）
卒
業

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

同
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
　
　
社
会
学
修
士

同
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
単
位
取
得
退
学
）

社
会
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）

川合隆男教授略歴・主要著作一覧

職
　
歴

一
九
六
四
年
四
月
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

一
九
六
七
年
四
月
　
　
　
　
　
同
　
　
　
専
任
講
師

一
九
七
〇
年
四
月
　
　
　
　
　
同
　
　
　
助
教
授

一
九
七
〇
年
八
月
～
一
九
七
一
年
八
月
　
　
福
沢
記
念
学
事
振
興
基
金
に
よ
り
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
社
会
学
部
に
留
学

　
　
　
　
　
　
　
　
員
）

一
九
七
七
年
四
月
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

一
九
七
八
年
四
月
　
　
　
　
　
同
　
　
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
、
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員

一
九
八
O
年
四
月
～
一
九
八
一
年
九
月
　
　
大
学
通
信
教
育
部
副
部
長

一
九
八
八
年
三
月
～
同
年
九
月
　
　
大
韓
民
国
　
延
世
大
学
校
文
科
大
学
客
員
教
授

（
訪
問
研
究
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一
九
八
九
年
三
月
～
同
年
九
月
　
　
イ
ギ
リ
ス
　
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学
社
会
学
部
訪
問
教
授

一
九
九
四
年
一
〇
月
～
一
九
九
五
年
三
月
　
　
東
京
大
学
文
学
部
（
学
部
及
び
大
学
院
）
非
常
勤
講
師

一
九
九
九
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
一
年
九
月
　
　
大
学
法
学
部
長
補
佐

二
〇
〇
一
年
九
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
　
　
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
非
常
勤
講
師

　
学
会
所
属
等

日
本
社
会
学
会
、
日
本
社
会
学
史
学
会
　
（
一
九
九
七
年
六
月
～
一
九
九
九
年
五
月
　
理
事
）
、

三
年
理
事
）
、
三
田
社
会
学
会
（
一
九
九
六
年
～
一
九
九
九
年
会
長
）

一
九
七
六
年
　
　
義
塾
賞
受
賞
（
『
社
会
的
成
層
の
研
究
－
現
代
社
会
と
不
平
等
構
造
1
』
）

二
〇
〇
三
年
　
　
福
澤
賞
（
『
近
代
日
本
社
会
学
の
展
開
』
を
中
心
と
し
た
日
本
社
会
学
史
、

関
東
社
会
学
会
（
一
九
九
一
年
～
一
九
九

社
会
調
査
史
に
関
す
る
研
究
業
績
）
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川
合
隆
男
教
授
主
要
著
作
一
覧

川合隆男教授略歴・主要著作一覧

　
著
編
書

『
社
会
的
成
層
の
研
究
ー
現
代
社
会
と
不
平
等
構
造
1
』

『
社
会
学
ー
現
代
社
会
学
の
課
題
1
』
（
共
著
）

『
近
代
日
本
社
会
調
査
史
（
1
、
H
、
m
）
』
（
編
著
）
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

『
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
の
変
化
』
（
地
域
生
活
研
究
会
編
）
（
報
告
書
）

『
近
代
日
本
社
会
学
関
係
雑
誌
記
事
目
録
』
（
編
）

『
近
代
日
本
社
会
学
者
小
伝
』
（
川
合
隆
男
・
竹
村
英
樹
共
編
著
）

『
都
市
論
と
生
活
論
の
祖
型
－
奥
井
復
太
郎
1
』
（
編
著
）

『
近
代
日
本
社
会
学
の
展
開
ー
学
問
運
動
と
し
て
の
社
会
学
の
制
度
化
1
』

『
戸
田
貞
三
』

『
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
調
査
の
軌
跡
－
社
会
観
察
・
社
会
調
査
と
社
会
学
1
』

　
復
刻
編
集

『
明
治
期
社
会
学
関
係
資
料
』
（
全
一
〇
巻
）

『
現
代
社
会
問
題
研
究
』
叢
書
（
全
二
五
巻
）
（
共
監
修
）

『
戸
田
貞
三
著
作
集
』
（
全
一
五
巻
）
（
監
修
）

『
奥
井
復
太
郎
著
作
集
』
（
全
九
巻
）
（
共
監
修
）

一
九
八
九
年
、

世
界
書
院
、

勤
草
書
房
、

一
九
九
一
年
、

　
　
　
　
　
龍
漢
書
舎
、

　
　
　
　
　
一
甥
伸
早
童
旦
房
、

慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

　
　
　
恒
星
社
厚
生
閣
、

　
　
　
　
　
　
東
信
堂
、

　
　
　
　
一
九
七
五
年

　
　
　
　
一
九
八
八
年

　
　
　
　
一
九
九
四
年

　
　
　
　
一
九
八
二
年

　
　
　
　
一
九
九
七
年

　
　
　
　
一
九
九
八
年

　
　
　
　
一
九
九
九
年

　
　
　
　
二
〇
〇
三
年

　
　
　
　
二
〇
〇
三
年

恒
星
社
厚
生
閣
、
近
刊

龍
漢
書
舎
、

龍
漢
書
舎
、

　
大
空
社
、

　
大
空
社
、

一
九
九
一
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
六
年
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『
日
本
社
会
学
院
年
報
』
（
全
一
一
巻
）

　
訳
書

G
・
イ
ー
ス
ト
ホ
ー
プ
著
『
社
会
調
査
方
法
史
』
（
監
訳
書
）

S
・
P
・
シ
ャ
ド
著
『
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
社
会
調
査
』
（
共
監
訳
書
）

J
・
ベ
ル
テ
ィ
ン
グ
他
編
『
国
際
比
較
調
査
の
諸
問
題
』
（
共
監
訳
書
）

K
・
プ
ラ
マ
ー
『
生
活
記
録
の
社
会
学
ー
方
法
と
し
て
の
生
活
史
研
究
案
内
1
』

L
・
シ
ャ
ッ
マ
ン
、
A
・
L
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
著
『
フ
ィ
ー
ル
ド
・
リ
サ
ー
チ
』

（
共
監
訳
書
）

龍
漢
書
舎
、

慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、

慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

　
　
　
　
　
　
光
生
館
、

慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、

　
論
文

「
後
進
国
に
お
け
る
社
会
経
済
的
発
展
ー
工
業
化
過
程
の
動
態
に
つ
い
て
の
分
析
枠
試
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
三
七
巻
一
〇
号
、

「
日
本
の
近
代
化
と
『
後
進
国
』
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
』
四
号
、

「
社
会
移
動
の
社
会
学
」
「
後
進
国
の
社
会
学
」
米
山
桂
三
編
『
現
代
社
会
の
社
会
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
書
院
、

「
後
進
国
社
会
に
お
け
る
発
展
の
停
滞
と
社
会
的
統
合
」
『
米
山
桂
三
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』
　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信
、

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る
軍
の
役
割
」
慶
鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
『
変
動
期
に
お
け
る
軍
部
と
軍
隊
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信
、

「
後
進
国
に
お
け
る
文
化
変
容
と
社
会
変
動
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一
五
巻
一
号
、

「
原
爆
と
社
会
変
動
（
1
）
（
2
）
i
原
爆
被
災
者
の
社
会
人
口
誌
学
的
考
察
と
職
業
・
職
場
集
団
の
原
爆
体
験
1
」

　
（
米
山
桂
三
と
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
三
八
巻
九
号
、
一
〇
号
、

一
九
九
九
年

一
九
八
二
年

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
九
一
年

一
九
九
九
年

九九九九　ヱの　 　ヱ　ム　　ヱ　ト　　ヱ ム

ノヤ　ノヤ　ノペ　ノペ

七六四四
年年年年

一
九
六
八
年

一
九
六
八
年

一
九
六
五
年
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川合隆男教授略歴・主要著作一覧

「
原
爆
被
爆
と
そ
の
後
の
社
会
生
活
1
地
区
事
例
調
査
に
よ
る
比
較
考
察
1
」
（
米
山
・
原
田
勝
弘
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
一
巻
三
号
、

「
原
爆
被
爆
者
の
社
会
生
活
の
変
化
（
1
）
（
2
）
1
広
島
市
地
区
事
例
調
査
に
み
る
社
会
的
再
構
造
化
過
程
1
」

　
（
原
田
・
田
中
直
樹
と
の
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
二
巻
九
号
、
一
〇
号
、

「
比
較
社
会
学
序
説
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
二
六
二
号
、

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
近
代
化
の
模
索
」
矢
内
原
勝
編
『
近
代
化
の
条
件
』
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

「
比
較
社
会
学
的
研
究
の
展
開
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
五
巻
三
号
、

「
社
会
学
と
比
較
社
会
学
的
研
究
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
五
巻
九
号
、

「
社
会
学
的
接
近
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
三
〇
二
号
、

「
現
代
日
本
の
階
級
構
造
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
　
カ
ラ
ー
層
ー
一
九
五
五
～
一
九
七
〇
1
」
『
法
学
研
究
』
第
四
六
巻
九
号
、

「
現
代
社
会
と
不
平
等
構
造
－
社
会
的
成
層
の
研
究
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
七
巻
一
〇
号
、

．
．
↓
『
①
司
o
円
ヨ
象
一
〇
⇒
餌
コ
α
コ
信
o
ε
象
一
〇
昌
o
癌
↓
ゴ
①
Z
①
≦
】
≦
一
α
色
①
Ω
餌
ω
ω
ぎ
ζ
o
α
①
ヨ
q
鋤
〇
四
9
一
〇
〇
〇
－
一
〇
ω
ρ
．
、

「
『
新
中
問
層
』
論
序
説
」

「
『
ホ
ワ
イ
ト
　
カ
ラ
ー
』
層
の
増
加
を
め
ぐ
っ
て
1
労
働
者
生
活
像
の
変
貌
1
」

「
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
成
層
研
究
の
生
成
」

「
社
会
学
－
基
本
文
献
」

「
職
歴
研
究
に
お
け
る
基
本
課
題
」

「
社
会
成
層
、
階
級
、
階
層
ー
成
層
研
究
の
動
向
と
現
代
日
本
の
階
級
構
造
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
一
郎
編

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

映
竃
o
～
o
ミ
ミ
ミ
気
、
ミ
ミ
窃
）
Z
o

『
法
学
研
究
』
第
四
九
巻
一
〇
号
、

　
　
　
　
『
三
色
旗
』
三
四
五
号
、

　
『
法
学
研
究
』
第
五
〇
巻
五
号
、

　
　
　
　
『
三
色
旗
』
三
六
〇
号
、

　
『
法
学
研
究
』
第
五
二
巻
一
号
、

　
．
N
」
O
お

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

『
社
会
学
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
』
文
教
書
院
、
一
九
七
九
年
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「
社
会
調
査
方
法
史
に
つ
い
て
1
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
調
査
方
法
の
模
索
と
『
月
島
調
査
』
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
九
号
、
一
九
八
O
年

「
戦
後
日
本
の
社
会
移
動
研
究
i
そ
の
展
開
と
諸
問
題
に
つ
い
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
六
号
、
一
九
八
一
年

「
『
月
島
調
査
』
再
考
察
（
1
）
（
2
）
1
わ
が
国
近
代
都
市
労
働
者
形
成
と
『
月
島
調
査
』
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
八
号
、
九
号
、
一
九
八
一
年

「
P
・
A
・
ソ
ロ
ー
キ
ン
の
社
会
移
動
論
と
そ
の
検
討
」
『
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
』
（
共
著
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
号
、
一
九
八
二
年

「
脱
産
業
社
会
と
中
流
意
識
－
現
代
日
本
の
中
流
帰
属
意
識
化
状
況
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
・
名
東
・
青
沼
編
『
日
本
的
経
営
と
産
業
社
会
』
新
評
論
、
一
九
八
二
年

「
星
野
鉄
男
－
愛
児
の
た
め
に
何
を
な
す
か
ー
」
　
　
　
　
　
生
活
研
究
同
人
会
編
『
近
代
日
本
の
生
活
研
究
』
光
生
館
、
一
九
八
二
年

「
社
会
学
－
入
門
書
お
よ
び
基
本
文
献
1
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
四
二
〇
号
、
一
九
八
三
年

「
大
都
市
構
造
の
変
化
と
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
　
エ
リ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
慶
磨
義
塾
大
学
創
立
一
二
五
周
年
記
念
論
文
集
　
法
学
部
政
治
学
関
係
』
、
一
九
八
三
年

．
．
oo
ε
象
①
ω
o
昌
ω
o
含
巴
竃
o
獣
一
一
蔓
ぎ
℃
o
簿
≦
貰
q
碧
㊤
員
浮
①
罵
α
①
＜
①
一
8
ヨ
①
日
餌
旨
α
震
o
巨
①
B
ω
堕
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
竃
◎
～
o
ミ
ミ
ミ
気
、
o
ミ
箒
鉾
Z
o
■
㎝
一
〇
〇〇
“

「
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
の
知
的
職
人
論
と
社
会
学
的
啓
蒙
－
現
代
社
会
学
の
地
平
と
そ
の
批
判
的
考
察
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
八
巻
二
号
、
一
九
八
五
年

「
社
会
学
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
秀
夫
編
『
政
治
　
行
政
学
の
要
点
整
理
』
法
学
書
院
、
一
九
八
六
年

「
社
会
理
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
イ
ミ
ダ
ス
』
集
英
社
、
一
九
八
六
年

「
階
級
帰
属
意
識
の
構
造
と
社
会
的
脈
絡
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
九
巻
七
号
、
一
九
八
六
年
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「
近
代
日
本
社
会
調
査
史
研
究
の
課
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
一
巻
一
号
、
一
九
八
八
年

「
「
日
本
社
会
学
会
」
の
設
立
と
そ
の
後
の
経
緯
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
一
巻
五
号
、
一
九
八
八
年

「
階
級
意
識
の
構
造
と
動
態
ー
一
つ
の
覚
え
書
き
と
し
て
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
学
院
C
P
S
S
研
究
会
『
社
会
変
動
と
階
層
構
造
の
動
態
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
』
所
収
、
一
九
八
八
年

安
敬
春
著
、
井
田
哲
一
・
川
合
共
訳
、
「
韓
国
社
会
学
の
先
駆
者
　
河
敬
徳
」
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
二
巻
六
号
、
一
九
八
九
年

「
横
山
源
之
助
の
『
日
本
之
下
層
社
会
』
と
『
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
案
内
』
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
合
編
『
近
代
日
本
社
会
調
査
史
（
1
）
』
所
収
、
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年

「
日
本
社
会
学
の
最
近
の
動
向
と
反
省
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
三
巻
三
号
、
一
九
九
〇
年

「
近
代
日
本
社
会
学
の
草
創
と
慶
磨
義
塾
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
部
開
設
一
〇
〇
年
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
所
収
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
年

「
社
会
学
史
関
係
資
料
ー
塾
員
（
故
）
尾
関
一
夫
氏
よ
り
の
聴
き
取
り
資
料
1
」
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
四
巻
二
号
、
一
九
九
一
年

「
慶
鷹
義
塾
初
代
社
会
学
教
授
　
田
中
一
貞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
代
日
本
研
究
』
第
七
巻
、
一
九
九
一
年

（
書
評
論
文
）
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
階
層
構
造
」
研
究
の
足
跡
と
転
機
1
『
現
代
日
本
の
階
層
構
造
』
（
全
四
巻
）
の
ひ
と
つ
の
書
評
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
社
会
学
評
論
』
一
六
五
号
、
一
九
九
一
年

「
国
勢
調
査
の
開
始
i
民
勢
調
査
か
ら
国
勢
調
査
へ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
合
編
『
近
代
日
本
社
会
調
査
史
（
H
）
』
所
収
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、

「
解
題
『
社
会
雑
誌
』
『
社
会
』
『
社
会
学
雑
誌
』
」
　
　
　
　
　
　
『
明
治
期
社
会
学
関
係
資
料
』
全
一
〇
巻
、
龍
漢
書
舎
、

「
社
会
意
識
と
し
て
の
階
級
意
識
の
構
造
と
動
態
－
階
級
意
識
調
査
の
再
考
1
」
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
五
巻
一
号
、

「
近
代
日
本
社
会
学
史
研
究
と
布
川
孫
市
の
社
会
学
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
六
巻
三
号
、

「
学
問
運
動
と
し
て
の
社
会
学
の
生
成
と
制
度
化
－
特
に
明
治
期
社
会
学
界
の
動
き
と
布
川
孫
市
の
社
会
学
を
中
心
に
ー
」

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年
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『
社
会
学
史
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
九
三
年

「
解
題
　
日
本
社
会
学
院
と
『
現
代
社
会
問
題
研
究
』
叢
書
」
　
『
現
代
社
会
問
題
研
究
』
叢
書
、
全
二
五
巻
、
龍
漢
書
舎
、
一
九
九
三
年

「
横
山
源
之
助
と
社
会
観
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
淳
志
・
橋
本
和
孝
・
浜
谷
正
晴
編
著
『
社
会
調
査
－
歴
史
と
視
点
1
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
四
年

、
．
↓
『
①
ω
賃
信
9
霞
①
9
ω
o
o
一
巴
Ω
餌
ω
ω
固
Φ
筥
蔭
8
二
〇
員
↓
『
o
ω
o
o
一
巴
O
o
旨
①
艮
ぎ
℃
o
雪
（
m
円
臼
曽
O
餌
P
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
竃
も
』
§
§
ミ
o
、
、
ミ
軌
織
8
）
Z
o
．
刈
一
〇
濾

「
下
出
隼
吉
の
日
本
社
会
学
史
研
究
－
日
本
社
会
学
史
研
究
に
お
け
る
断
続
と
継
承
1
」
　
『
法
学
研
究
』
第
六
七
巻
五
号
、
一
九
九
四
年

「
戦
時
化
・
戦
中
期
に
お
け
る
失
業
調
査
1
「
失
業
統
計
調
査
」
と
「
失
業
者
生
活
調
査
」
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
合
編
『
近
代
日
本
社
会
調
査
史
（
㎜
）
』
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年

「
高
木
正
義
の
社
会
学
模
索
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
八
巻
九
号
、
一
九
九
五
年

「
日
本
の
社
会
学
史
と
社
会
調
査
史
」
　
　
　
　
　
　
　
有
末
賢
・
霜
野
寿
亮
・
関
根
政
美
編
『
社
会
学
入
門
』
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年

「
社
会
学
は
い
ま
、
何
を
な
す
べ
き
か
ー
わ
た
し
自
身
の
回
想
的
・
内
省
的
な
模
索
（
戯
れ
）
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
社
会
学
』
創
刊
号
、
一
九
九
六
年

「
戸
田
貞
三
に
よ
る
社
会
調
査
論
の
展
開
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
九
巻
一
〇
号
、
一
九
九
六
年

「
解
題
　
第
四
巻
－
奥
井
復
太
郎
の
都
市
社
会
調
査
i
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
奥
井
復
太
郎
著
作
集
』
別
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
六
年

「
奥
井
復
太
郎
の
都
市
社
会
調
査
と
未
完
の
都
市
研
究
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
社
会
学
』
第
二
号
、
一
九
九
七
年

「
変
革
期
に
お
け
る
生
活
機
会
と
生
活
様
式
の
選
択
－
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
現
在
の
歴
史
的
社
会
的
状
況
i
」

　
　
田
中
宏
・
大
石
裕
編
『
政
治
・
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
百
年
記
念
出
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年

「
解
題
　
雑
誌
『
日
本
社
会
学
院
年
報
』
『
社
会
学
研
究
』
と
建
部
遜
吾
」
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『
日
本
社
会
学
院
年
報
』
（
復
刻
版
）
全
一
一
巻
、
龍
漢
書
舎
、

「
建
部
遜
吾
の
社
会
学
構
想
－
近
代
日
本
社
会
学
の
ひ
と
つ
の
底
流
1
」
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
七
二
巻
五
号
、

「
戦
時
下
に
お
け
る
雑
誌
『
年
報
社
会
学
』
の
軌
跡
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
七
四
巻
三
号
、

「
近
代
日
本
社
会
学
史
研
究
の
展
開
と
可
能
性
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
七
四
巻
＝
］
号
、

「
解
題
「
月
島
調
査
」
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
刻
版
『
東
京
市
京
橋
区
月
島
二
於
ケ
ル
実
地
調
査
報
告
』
第
一
巻
・
第
二
巻
、
龍
漢
書
舎
、

　
書
評

W
・
F
・
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
著
『
東
洋
と
西
洋
の
並
行
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
三
九
巻
一
号
、

J
・
A
・
ポ
ン
シ
ュ
ン
著
『
社
会
変
動
分
析
の
再
考
察
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
〇
巻
一
号
、

十
時
厳
周
著
『
産
業
人
類
学
序
説
－
工
業
化
と
文
化
変
容
1
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
〇
巻
五
号
、

新
明
正
道
著
『
社
会
学
的
機
能
主
義
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
一
巻
七
号
、

T
・
バ
ー
ン
ズ
／
S
・
B
・
ソ
ー
ル
著
『
社
会
理
論
と
経
済
変
化
』
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
二
巻
一
号
、

森
博
著
『
社
会
学
的
分
析
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
二
巻
九
号
、

S
・
M
・
リ
プ
セ
ッ
ト
／
R
・
ベ
ン
デ
ィ
ク
ス
著
（
鈴
木
広
訳
）
『
産
業
社
会
の
構
造
－
社
会
的
移
動
の
比
較
分
析
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
三
巻
八
号
、

安
田
三
郎
著
『
社
会
移
動
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
二
巻
一
二
号
、

ψ
ζ
・
ヨ
≡
震
き
α
マ
＞
。
菊
O
σ
《
”
↓
箒
閃
仁
ε
お
亀
ヲ
8
⊆
巴
一
身
．
（
『
不
平
等
の
将
来
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
七
巻
一
一
号
、

河
村
望
著
『
日
本
社
会
学
史
研
究
（
上
・
下
）
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
〇
巻
一
〇
号
、

一
九
九
九
年

一
九
九
九
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
二
年

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
二
年

一
九
七
四
年

一
九
七
七
年
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隅
谷
三
喜
男
、
古
賀
比
呂
志
編
著
『
日
本
職
業
訓
練
発
展
史
』
（
戦
後
編
）
』
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
一
巻
二
一
号
、
一
九
七
八
年

富
永
健
一
編
著
『
日
本
の
階
層
構
造
』
、
鈴
木
広
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
二
巻
一
〇
号
、
一
九
七
九
年

秋
元
律
郎
著
『
日
本
社
会
学
史
－
形
成
過
程
と
思
想
構
造
1
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
六
号
、
一
九
八
O
年

島
崎
稔
著
『
社
会
科
学
と
し
て
の
社
会
調
査
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
社
会
学
評
論
』
一
二
四
号
、
一
九
八
一
年

山
口
節
郎
著
『
社
会
と
意
味
ー
メ
タ
社
会
学
1
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
六
巻
五
号
、
一
九
八
三
年

』
。
甲
↓
。
田
身
一
猪
ρ
ρ
≦
。
竃
≡
ω
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
七
巻
一
二
号
、
一
九
八
四
年

（
読
書
ノ
ー
ト
）
杉
原
薫
・
玉
井
金
吾
編
『
大
正
／
大
阪
／
ス
ラ
ム
ー
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
近
代
史
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
Z
o
る
o
。
一
、
一
九
八
六
年

小
笠
原
真
著
『
日
本
社
会
学
史
へ
の
誘
い
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
社
会
学
評
論
』
＜
o
一
ぴ
ト
き
』
、
二
〇
〇
〇
年
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